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サトイモ　英名：Eddoe　分類：サトイモ科サトイモ属に属する 1～多年生植物
　学名：Colocasia esculenta (L.)Schott

・�原産地：東南アジア。東南アジアでは多年生作物であるが、わが国では冬期間の気温が低
いため、1年生作物となる。
・温度適応性：温暖な気候を好む。	
・発芽適温：最適温度 25 ～ 30℃、最低温度 12 ～ 15℃。
・�生育適温：25 ～ 30℃前後。温暖な気候を好むため、北海道では積算温度不足で栽培が難し
い。地上部は低温に弱く、霜害を受けやすいが、地下部は短期間であれば 5℃まで耐える。
・光適応性：比較的強光を必要とする。
・�土壌適応性：多湿条件を好み、耕土が深く確保でき、水分保持能力のある壌土が、最も栽
培に適している。土壌の乾燥が激しいとイモの肥大が悪くなり、収量、品質が低下する。
・�土壌酸度適応性：酸性～アルカリ性（ph4.1 ～ 9.1）。酸性の強い火山灰土壌や開墾地でも栽
培できる。
・�花芽分化と抽苔：日本の品種はほとんど開花しないので、栽培品種はその地域の栽培条件
に適した優良系統を、長期間にわたって選抜したものである。
・�催芽処理：収穫を早める場合、ハウス内温床で種イモを催芽させてから植付けをする。催
芽適温 25 ～ 30℃で、処理期間 25 ～ 30 日程度。種イモは粉衣剤にまぶし、温床に密着する
くらいに並べて 3㎝程度覆土する。植付け時期は、芽が伸びて展開する前に定植する。

・作型別栽培方法
（１）�促成栽培：暖地のハウスを利用する栽培。1カ月間催芽処理した後、1月に植付けし、5

～ 8月上旬にかけて収穫する。本葉 2～ 3枚までは高温多湿に管理し、その後日中 35℃
以上にならないようにハウスやトンネルの換気を行う。

（２）��半促成栽培：トンネルやマルチを利用する栽培。3～4月に植付けし8～10月に収穫する。
　　　マルチを使用し地温上昇効果をはかる。
（３）普通栽培：一般的な露地栽培、4～ 5月に植付けし、10 ～ 11 月に収穫する。


